
第
六
条
の
五

第
三
十
一
条
第
一
号

第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
十
一
条
第
一
号

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
も
の

第
六
条
の
六
第
一
項

第
三
十
一
条
第
一
号

第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
十
一
条
第
一
号

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

父
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
も
の

第
六
条
の
九

第
六
条
の
十
七
の
七
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
条
の
九

第
六
条
の
六
第
二
項
第
二
号

第
六
条
の
八
第
二
項
第
二
号

第
六
条
の
十
七
の
七
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
条
の
八
第
二
項
第
二
号

第
六
条
の
七
第
一
項

第
六
条
の
五

第
六
条
の
十
七
の
七
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
条
の
五

第
六
条
の
八
第
一
項

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

父
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

第
六
条
の
九
第
一
項

第
二
十
八
条
第
一
項

第
三
十
一
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
二
十
八
条
第
一
項
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第
六
条
の
十
二
中
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
三
中
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
、「
以

下
」
の
下
に
「
こ
の
条
か
ら
第
六
条
の
十
五
ま
で
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
十
六
の
前
の
見
出
し
を「（
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
の
手
続
）」に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、「
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
を
「
母
子
家

庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
以
下
「
修
業
開
始
日
」
を
「
次
号
に
お

い
て
「
修
業
開
始
日
」
に
、「「
修
了
日
」
を
「
こ
の
条
に
お
い
て
「
修
了
日
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十

条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
七
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を「
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」に
、「
同

条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支

援
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
十
七
の
二

法
第
三
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

又
は
市
町
村
長
が
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。

（
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
業
務
の
報
告
）

第
六
条
の
十
七
の
三

第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
一
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
二

十
四
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
等
）

第
六
条
の
十
七
の
四

第
一
条
の
四
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
四
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」

と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
二
項
」
と
、「
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
と

あ
る
の
は
「
す
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
」
と
、「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
あ

る
の
は
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
、
第
二
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
条
の
二
中
「
第
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
の
七

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
」
と
、
第
三
条
及
び
第
四
条
中
「
第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

一
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
」
と
、
第
五
条
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

一
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
」
と
、
第
六
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

業
）

第
六
条
の
十
七
の
五

第
六
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
一
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
九
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
十
七
の
六

第
六
条
の
三
の
規
定
は
、
法
第
三
十
一
条
の
九
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
教
育
訓
練
等
）

第
六
条
の
十
七
の
七

第
六
条
の
五
か
ら
第
六
条
の
十
七
ま
で
の
規
定
は
、
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
六
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業

二

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業

三

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事
業

（
法
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
三

法
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。

第
六
条
の
四

削
除

（
法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
）

第
六
条
の
五

法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
職
業
に
関
す
る
訓

練
と
し
て
都
道
府
県
知
事
、
市
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。）
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
（
以
下

「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
六
の
前
の
見
出
し
を「（
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
手
続
）」に
改
め
、同
条
第
一
項
中「
令

第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
法
第
三
十
一
条
第
一
号
」
に
、「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
、「
同
項
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中「
）
の
所
得
の
額
」の
下
に「（
児

童
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
所

得
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
扶
養
親
族
等
」
を
「
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

三
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
等
（
以
下
「
扶
養
親
族
等
」
と
い
う
。）」に
改
め
、「
所
得
税
法
」

の
下
に「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）」を
、「
数
に
つ
い
て
の
市
町
村
長
」
の
下
に「（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
七
第
一
項
中
「
令
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
八
第
一
項
中
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」に
改
め
、

「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
九
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」に
、「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」

を
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
）

第
六
条
の
九
の
二

法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
と
し
て
都
道
府
県
知
事
等
が
定

め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
前
の
見
出
し
を「（
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
手
続
）」に
改
め
、同
条
第
一
項
中「
令

第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
法
第
三
十
一
条
第
二
号
」
に
、「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
号
」
に
、「
以
下
「
養
成
機
関
」
を
「
次
項
、
第
六
条
の
十
四
第
一
項
及
び

第
六
条
の
十
六
に
お
い
て
「
養
成
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第

二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
第
三
項
」
を
「
第

二
十
九
条
第
三
項
」
に
、「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」に
改
め
る
。
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